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10. 「海舟 日記 六」に挟みこまれた文書 (1)
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11. 「海舟日記 六」に挟みこまれた文書 (2)



ぅ
合
含
依

でゃ↑

-iw
喜
烙
る
予
g
.

'：ず）
i
「

ル

ー

討
卜
芹
了
＆
富

T〗

p
p

ご
芍
ぐ
~
(
b
七
、で

．9

↑
し

吹
次
g

..、

13. 「海舟日記六」に挟みこまれた

文書 (4)
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14. 「海舟日記 六」に挟みこまれた

文書 (5)
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18. 「海舟日記 七」慶応四年五月十四・十五日条に貼付された紙片
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22.「海舟日記 七」に挟みこまれた文書 (3)
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23. 「海舟日記 七」に挟みこまれた文書 (4)
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27. 「海舟日記 七」に挟みこまれた名刺 (1)
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摩
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損
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。
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力
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し
、

そ
れ
以
外
は
当
用

て
こ
れ
を
用
い
、
な
い
も
の
は
正
字
を
用
い
た
。
ま
た
、
異
体
字



編
集
に
あ
た
り
、
藤
田
英
昭
（
中
央
大
学
大
学
院
生
）

・
大
沢
恵

秀
和
（
当
館
専
門
研
究
員
）
・
高
山
慶
子
（
同
）

•

田
原
昇
（
同
）
が

6
 本

書
は
、
近
松
鴻
二
（
当
館
学
芸
員
）

・

落
合
則
子
（
同
）
•
石
山

巻
末
に
、
本
書
の
解
説
を
付
し
た
。

10

朱
書
は
、
右
傍
に
（
朱
書
）
と
記
し
た
。

「
ミ
」
を
付
し
た
。

め
、
当
該
箇
所
の
訂
正
あ
る
い
は
削
除
さ
れ
た
文
字
に
見
せ
消
ち

9

本
文
中
の
補
記
や
加
除
訂
正
は
、
原
型
を
活
か
す
よ
う
に
つ
と

「
、
」
を
用
い
た
。
大
返
し
は
「
／
＼
」
（
字
数
分
）
を
用
い
た
。

8

踊
り
字
は
、
漠
字
は

「
々
」
、
平
仮
名
は
「
A

」
、
片
仮
名
は

と
記
し
た
。

（
字
数
不
明
）

ケ
は
残
し
た
。

で
示
し
、
触
損
な
ど
は
右
傍
に
（
虫
損
）
（
欠
損
）

7

欠
損
、
ま
た
は
判
読
不
明
の
文
字
は
、

□
□（
字
数
分
）
ヽ
[

合
字
は
平
仮
名
に
あ
ら
た
め
た
。

L..J 

用
い
た
だ
き
た
い
。

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
目
録
一
覧
表
」
を
付
し
た
の
で
、
あ
わ
せ
て
利

十
三
年
刊
）
に
、

「
江
戸
東
京
博
物
館
所
蔵
勝
海
舟
関
係
文
書

マ

書
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
閲
覧
を
実
施
し
て
い
る
。
「
江
戸

な
お
、
当
館
で
は
、
「
海
舟
日
記
」
を
含
む
館
蔵
勝
海
舟
関
係
文

（
学
習
院
大
学
大
学
院
生
）
・
磯
部
孝
明
（
立
正
大
学
大
学
院
修
了
）

の
協
力
を
得
た
。

東
京
博
物
館
史
料
叢
書

勝
海
舟
関
係
資
料

文
書
の
部
」
（
平
成



発 編

江
戸
東
京
博
物
館

史

料

叢

書

印

刷
行

I
S
B
N
 

東

京

都

醐

東

京

都

歴

史

文

化

財

団

東

京

都

江

戸

東

京

博

物

館

〒

一
三
〇
ー
〇
〇
一

五

東
京
都
墨
田
区
横
網
一
丁
目
四
番
一
号

T
E
L

O
三
ー
三
六
一

一六
ー

九
九
一
八
（
研
究
室
）

F
A
X

0
三
I
-
―
一
六
二
六
ー
八

0
0
1
―

4
,
9
2
4
9
6
5
,
5
0
,
2
C
0
0
2
1
 

卸

勝

田

印

刷

東

京

都

江

戸

東

京

博

物

館

都

市

歴

史

研

究

室

集

発

行

日

勝
海
舟
関
係
資
料
海
舟
日
記

平
成
十
七
年
二
月
二
十
八
日

（三）
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